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人
は
年
齢
を
重
ね
る
と
健
康
へ
の
不
安
が

募
る
も
の
で
す
。
病
気
や
怪
我
で
長
期
的
な

治
療
が
必
要
と
な
り
医
療
費
が
か
さ
む
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
、
生
命
保
険
会
社
や
損
害
保
険

会
社
、
共
済
な
ど
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
医
療
保
険
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
険
商
品
か
ど
う

か
は
な
か
な
か
見
極
め
に
く
い
も
の
。
今
回

は
、
医
療
保
険
を
選
ぶ
際
の
３
つ
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
①

保
険
料
の
払
込
期
間
と
保
障
期
間
を
考
え
る

　

医
療
保
険
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
一
生

涯
保
障
が
続
く
「
終
身
型
」
と
、
一
定
期
間

だ
け
を
保
障
す
る
「
定
期
型
」
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
を
何
歳
ま
で
払
い
続
け
る
つ
も
り
か
、

何
歳
ま
で
医
療
保
障
で
カ
バ
ー
し
た
い
の
か

を
ま
ず
考
え
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
②

保
障
内
容
を
見
極
め
る

　

保
障
内
容
の
基
本
は
、「
入
院
」
と
「
手

術
」
で
す
。
入
院
給
付
金
は
、
１
日
に
受
け

取
れ
る
金
額
（
５
千
円
、
１
万
円
が
多
い
）

に
所
定
の
入
院
日
数
を
か
け
た
金
額
と
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
５
日
間
以
上
の
入
院
に
対

し
て
給
付
金
が
出
る
契
約
で
は
、
仮
に
１
～

４
日
間
で
退
院
す
る
と
給
付
金
は
支
払
わ
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、
支
払
限
度
日
数
に
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
現
在
は
１
入
院
60
日
ま
で
の

商
品
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

手
術
給
付
金
は
、
病
気
や
怪
我
で
所
定
の

手
術
を
受
け
た
時
、
１
回
に
つ
き
入
院
給
付

金
（
日
額
）
の
10
倍
・
20
倍
・
40
倍
な
ど
の

金
額
を
受
け
取
れ
ま
す
。
ど
ん
な
手
術
を
対

象
と
し
て
い
る
か
を
約
款
な
ど
で
丹
念
に

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
③

ど
ん
な
特
約
が
あ
る
か

　

医
療
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、
多
様
な
特

約
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
が
ん

な
ど
の
特
定
の
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
一
時
金

が
出
る
特
約
、
身
体
障
害
、
要
介
護
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
以
後
の
保
険
料
が
免
除
に
な

る
特
約
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
先
進

医
療
費
を
保
障
す
る
「
先
進
医
療
特
約
」
へ

の
関
心
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

情
報
収
集
が
欠
か
せ
な
い

　

大
切
な
の
は
、
余
分
な
保
障
を
抱
え
込
ま

な
い
こ
と
で
す
。
保
障
が
多
い
と
保
険
料
も

か
さ
み
ま
す
。

　

最
近
は
、
複
数
の
保
険
会
社
の
商
品
を
そ

ろ
え
、
顧
客
に
あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

店
舗
型
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
保

険
を
選
び
、
保
険
料
を
簡
単
に
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
サ
イ
ト
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
情
報
を
集
め
て
、

ご
自
身
に
最
適
な
保
険
商
品
を
選
ぶ
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
に
合
っ
た
医
療
保
険
を
調
べ
る
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老後とはいったいいつから始まるのでしょう。
仕事から引退したとき？

それとも年金を受給するときからでしょうか？
老後に対するイメージは人それぞれですが、

いずれ誰にもやってくる老後の生活。
それが遠い未来の人も、近い将来の人も、

身近なテーマとして考えてみませんか。
今回は、病気や怪我への経済的な備えとしての

医療保険について考えてみましょう。

終身型 定期型

保障期間 一生涯 5年、10年など一定期間

保険料 ・保険料はずっと一定
・保険料を生涯払い続
けるものや、65歳など
一定の年齢までに保険
料の支払いを済ませる
ものがある

・保障内容が同じであれ
ば、一般的に終身型よ
りも保険料が安い
・期間が終了してあらた
めて契約を更新する場
合は、更新時の年齢に
応じて保険料が上がる

留意点 ・加入年齢によっては保
険料が割高なことも
・若いときに契約した場
合、医療技術の変化に
対応できていないおそ
れがある

・更新が80歳までなど
と、年齢の上限が決まっ
ている場合が多い


